
JP 2010-15038 A 2010.1.21

(57)【要約】
【課題】斜め方向のみならず、正面方向のコントラスト
にも優れた液晶表示装置を提供する。
【解決手段】少なくとも、第１の偏光子２１、第１の基
板１１と第２の基板１２との間に液晶層１３を有する液
晶セル１０、光学補償素子３０、第２の偏光子２２、集
光バックライト８０を、視認側からこの順に備える液晶
表示装置により、上記課題を解決し得る。該液晶表示装
置は、第１の偏光子の視認側にさらに拡散素子を備える
ことが好ましい。また、該集光バックライト８０は、輝
度半値角が３°～３０°であることが好ましい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、第１の偏光子、第１の基板と第２の基板との間に液晶層を有する液晶セル
、光学補償素子、第２の偏光子、集光バックライトを、視認側からこの順に備える液晶表
示装置。
【請求項２】
　前記集光バックライトの輝度半値角が３°～３０°である、請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
　前記液晶セルは、第１の基板が視認側となるように配置されており、該第１の基板には
カラーフィルターが設けられている、請求項１または２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１の偏光子の視認側にさらに拡散素子を備える、請求項１～３のいずれか１項記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記液晶セルがＶＡモードである、請求項１～４のいずれか１項記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記光学補償素子の面内の主屈折率をｎｘ、ｎｙ、厚み方向の屈折率をｎｚとした場合
に、ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの屈折率分布を有する、請求項１～５のいずれか１項記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　前記第１の偏光子と、前記液晶セルとの間に光学補償素子を有さない、請求項１～６の
いずれか１項記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。より詳細には、正面コントラスト及び、斜め方向コ
ントラストの両者に優れた液晶表示装置に関する。　
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、一般に液晶セルを２枚の偏光板で挟持してなる液晶パネルに、バック
ライト等の光源を備えており、液晶セルは、電極を備える一対の基板間に液晶層が挟持さ
れた構造を有している。液晶セル内の液晶層は、電界の有無によってその配列状態が変化
するが、液晶分子は屈折率の異方性、すなわち複屈折を有しているため、その配列状態に
よって、液晶セルを透過する光の偏光状態が変換される。従って、液晶表示装置において
は、２枚の偏光板の間の液晶セルによって偏光状態が種々に変換されることによって、表
示の明暗を得ている。
【０００３】
　このような液晶表示装置としては、カラー表示を行う観点から、液晶セルの視認側の基
板にカラーフィルターを備えたものが広く用いられている。また、液晶分子の複屈折が視
角によって異なり、さらに、視角によって液晶セルを透過する光の光路長が異なるために
、液晶表示装置の表示特性には視野角依存性が生じる。一般には液晶表示装置は正面視の
場合の表示特性が良好となるように光学設計されるため、斜め方向において、コントラス
トが低下したり、カラーシフトが生じる等の視野角依存が生じる。このような視野角依存
性を改善するために、各種の光学補償素子を用いることが提案されている。例えば、液晶
セルと視認側の偏光板の間、光源側の偏光板の間に１枚ずつの光学補償素子を配置する方
法が提案されている（例えば、特許文献１参照）。しかし、特許文献１に記載の方法によ
って光学補償を行った場合でも、斜め方向のコントラストが低下する傾向があった。
【０００４】
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　これに対して、液晶セルと光源側の偏光板の間に光学補償素子を配置した液晶表示装置
によって、斜め方向のコントラスト低下を抑制する方法が提案されている（例えば特許文
献２参照）。特許文献２のような光学補償方式によれば、前記特許文献１の光学補償方式
に比して斜め方向のコントラストは改善されるものの、正面方向のコントラストは改善さ
れていない。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－９５２０８号公報
【特許文献２】特開２００７－１６４１２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のように、光学補償素子の種類やその配置構成によって、斜め方向のコントラスト
を高めることは可能であるが、その一方で正面コントラストを高めることはできなかった
。本発明は、かかる課題に鑑み、斜め方向のみならず、正面方向のコントラストにも優れ
た液晶表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明者らは、バックライトの種類および光学補償素子の配置によって上記課題が解
決されることを見出し、本発明に至った。すなわち、本発明は、少なくとも、第１の偏光
子、第１の基板と第２の基板との間に液晶層を有する液晶セル、光学補償素子、第２の偏
光子、集光バックライトを、視認側からこの順に備える液晶表示装置に関する。前記集光
バックライトの輝度半値角は３°～３０°であることが好ましい。
【０００８】
　本発明の液晶表示装置において、前記液晶セルは、第１の基板が視認側となるように配
置されており、該第１の基板にはカラーフィルターが設けられていることが好ましい。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置においては、前記第１の偏光子の視認側にさらに拡散素子を備え
ることが好ましい。
【００１０】
　本発明の液晶表示装置においては、前記液晶セルがＶＡモードであることが好ましい。
【００１１】
　本発明の液晶表示装置においては、前記光学補償素子の面内の主屈折率をｎｘ、ｎｙ、
厚み方向の屈折率をｎｚとした場合に、ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの屈折率分布を有することが好
ましい。また、前記第１の偏光子と、前記液晶セルとの間に光学補償素子を有さないこと
が好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の液晶表示装置は、集光バックライトを用いているために、液晶セルを斜め方向
に透過する光量が少ない。さらに、液晶セルとバックライトとの間に光学補償素子を有す
るため、液晶セルに光が入射する前に光学補償を行って斜め方向の光の偏光状態を最適化
できるため、黒表示時の斜め方向の光漏れ量が少ない。これら両者の構成を有することに
より、黒表示時に斜め方向の光が正面方向に配光されることに伴う正面コントラストの低
下が防止される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
［液晶表示装置の概略］
　図１に、本発明の好ましい実施形態による液晶表示装置の概略断面図を示す。液晶表示
装置２００は、液晶パネル１００と集光バックライト８０を備える。液晶パネル１００は
、少なくとも、第１の偏光子２１、液晶セル１０、光学補償素子３０、第２の偏光子２２
をこの順に備え、第２の偏光子２２側の面が、集光バックライト８０と対向するように配
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置されている。また、前記第１の偏光子の視認側には、拡散素子７０を備えることが好ま
しい。
【００１４】
［液晶セル］
　図１を参照すると、液晶セル１０は、第１の基板１１と第２の基板１２の間に挟持され
た表示媒体としての液晶層１３とを有する。一般的な構成においては、一方の基板（アク
ティブマトリクス基板）に、液晶の電気光学特性を制御するスイッチング素子と、このス
イッチング素子にゲート信号を与える走査線及びソース信号を与える信号線と、画素電極
及び対向電極（図示せず）とが設けられている。他方の基板（カラーフィルター基板）に
は、遮光層（ブラックマトリクス層）１５で仕切られたカラーフィルター１４を備える。
カラーフィルター１４は、代表的には、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）用のカラー層１４
Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂを有する。カラー層１４Ｒ，１４Ｇ，１４Ｂは、アクリル系樹脂また
はゼラチンなどを用いて形成される。ブラックマトリクス層１５は、金属で構成してもよ
く、樹脂材料で構成してもよい。樹脂材料を用いる場合には、代表的には、アクリル系樹
脂に顔料を分散したものが用いられる。
【００１５】
　本発明においては、高い正面コントラストを得る観点から、図１に示すように、液晶セ
ル１０の視認側基板である第１の基板１１にカラーフィルター１４が設けられている、す
なわち、第１の基板１１がカラーフィルター基板であることが好ましい。
【００１６】
　上記第１の基板１１と第２の基板１２との間隔（セルギャップ）は、スペーサー等によ
って制御できる。また、上記第１の基板１１、第２の基板１２の液晶層１３と接する側に
は、例えば、ポリイミドからなる配向膜等（図示せず）を設けることができる。
【００１７】
　液晶セル１０の駆動モードは特に限定されず、ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）モー
ド、ＴＮ（Twisted Nematic）モード、ＩＰＳ（In-Plane Switching）モード、ＶＡ（Ver
tical Aligned）モード、ＯＣＢ（Optically Compensated Birefringence）モード、ＨＡ
Ｎ（Hybrid Aligned Nematic）モード、およびＡＳＭ（Axially Symmetric Aligned Micr
ocell）モード等、任意の駆動モードを採用することができる。中でも、高い正面コント
ラストを得る観点からは、ＶＡモードの液晶セルを採用することが好ましい。
【００１８】
　図２は、ＶＡモードにおける液晶分子の配向状態を説明する概略断面図である。図２（
ａ）に示すように、電圧無印加時には、液晶層１３中の液晶分子は基板１１、１２面に垂
直に配向する。このような垂直配向は、垂直配向膜（図示せず）を形成した基板間に負の
誘電率異方性を有するネマティック液晶を配することにより実現され得る。このような状
態で第２の基板１２の面から、基板１２の法線方向の光ｒ１を入射させると、第２の偏光
子２２を通過して液晶層１３に正面方向から入射した直線偏光は、垂直配向している液晶
分子の長軸の方向に沿って進む。液晶分子の長軸方向には複屈折が生じないため入射光は
偏光方位を変えずに進み、第２の偏光子２２と直交する偏光軸を有する第１の偏光子２１
で吸収される。これにより電圧無印加時において暗状態の表示が得られる（ノーマリブラ
ックモード）。一方、図２（ｂ）に示すように、電極間に電圧が印加されると、液晶層１
３中の液晶分子の長軸が基板面に平行に配向する。このような状態で第２の基板１２の面
から、基板１２の法線方向の光ｒ２を入射させると、第２の偏光子２２を通過して液晶層
１３に正面方向から入射した直線偏光は、液晶層１３の液晶分子は複屈折性によって偏光
状態が変化する。所定の最大電圧印加時において液晶層を通過する光は、例えばその偏光
方位が９０°回転させられた直線偏光となるので、第１の偏光子２１を透過して明状態の
表示が得られる。再び電圧無印加状態にすると配向規制力により暗状態の表示に戻すこと
ができる。また、印加電圧を変化させて液晶分子の傾きを制御して、第１の偏光子２１か
らの透過光強度を変化させることにより階調表示が可能となる。
【００１９】
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［集光バックライト］
　本発明の液晶表示装置においては、バックライトとして集光バックライトを用いる。従
来、市販の液晶テレビ等においては、輝度半値角が８０～１００°程度の拡散バックライ
トが用いられていた。このような拡散バックライトは、正面方向のみならず斜め方向に出
射される光量が大きいため、斜め方向の輝度を高くすることができるが、その反面、正面
コントラストが低下する傾向があった。
【００２０】
　液晶セルを挟持する２枚の偏光子の吸収軸が直交、すなわちクロスニコルに配置された
構成においては、液晶表示装置を斜め方向から見ると、２枚の偏光子の吸収軸のなす角が
見かけ上９０°よりも大きくなるため、黒表示時においても斜め方向の光は光漏れを生じ
る。さらには、図２（ａ）にｒ１１として示すように、斜め方向の光は、液晶セルが電圧
無印加時においても、液晶分子の長軸方向と所定の角度をなして進むために、複屈折の影
響を受けて偏光状態が変換される。このような偏光子の吸収軸のみかけ上のなす角や、液
晶分子の複屈折に起因する光漏れを抑制するために、光学補償素子が用いられているが、
全ての方位に関して、その光漏れを完全に抑制することは困難である。そのため、必然的
に斜め方向の光は偏光子２１では完全に吸収されず、光漏れとして観察されることとなる
。一般には極角６０°付近の斜め方向での光漏れが大きくなる傾向がある。
【００２１】
　液晶表示装置は、ＴＦＴ材料や、カラーフィルター等の異形の材料を有しているが、か
かる材料の界面での屈折、回折や、材料中での散乱等によって、その一部が正面方向にも
配光される。そのため、斜め方向の光漏れは、斜め方向のみならず、正面コントラストの
低下をも招くという問題があった。中でも、カラーフィルターは液晶セルの視認側の基板
に配置されることが一般的であり、そのヘイズによって偏光解消を生じたり、斜め方向の
光がブラックマトリクスで屈折、回折、散乱、反射等を生じやすく、これが正面方向に配
向されることが正面コントラスト低下を招いている。このように、輝度半値角が大きい拡
散バックライトを用いた液晶表示装置においては、斜め方向の光漏れが正面方向にも配光
されることによって、正面コントラストの低下を招来していた。
【００２２】
　このように斜め方向の光が、カラーフィルターおよびブラックマトリクスの影響によっ
て正面方向に配光される様子を図３（ａ）に模式的に示す。
　液晶層１３を斜め方向に透過した光ｒ１１は、カラーフィルター１４のカラー層に入射
するが、カラー層とブラックマトリクス層１５との境界で一部がｒ１２として反射され、
偏光子２１に入射する。前述の如く、黒表示（ノーマリブラックモードの液晶表示装置に
おいては電圧オフ時）においても、このような液晶層を斜め方向に透過した光は液晶分子
複屈折の影響を受けて偏光状態が変換されているため、偏光子２１では完全に吸収されず
、一部が光漏れとして観察される。
【００２３】
　また、液晶層１３を斜め方向に透過した光ｒ１１は、カラー層とブラックマトリクス層
１５との境界でｒ１２として反射されるのみならず、ｒ１３、ｒ１４、ｒ１５として図示
するように、境界での散乱、回折、屈折等の影響によって、様々な角度へ配光される。こ
れらのうち、ｒ１３、ｒ１４として図示した斜め方向に配光された光は、前記反射光ｒ１
２と同様にその一部が偏光子２１で吸収されず、光漏れとして観察される。また、略正面
方向へ配光された光ｒ１５も、液晶層１３を斜め方向に透過して偏光状態が変換されたｒ
１１が配光されたものであるため、やはり、偏光子２１では完全には吸収されず、一部が
光漏れとなる。
【００２４】
　このように、拡散バックライトを用いた液晶表示装置においては、バックライトから斜
め方向に出射して液晶セルの液晶層を斜め方向に透過した光が、正面方向にも配光される
ために、黒表示において光漏れを生じ、これが正面コントラスト低下の原因となっていた
。
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【００２５】
　なお、簡単のために、斜め方向の光が正面方向に配光される様子について、カラーフィ
ルターのカラー層とブラックマトリクス層の境界における影響について説明したが、実際
にはＴＦＴ等のその他の部材によっても同様の現象が生じ得ると推定される。また、カラ
ーフィルターを含む基板１１（カラーフィルター基板）は通常数％～数十％のヘイズを有
しているため、カラーフィルター基板を透過する際に、偏光解消が生じるが、斜め方向に
伝播する光は光路長が大きいため、ヘイズによる偏光解消の影響を受け易い。このように
、斜め方向を伝播する光は、液晶層の複屈折のみならず、ヘイズの影響によっても光漏れ
を生じていると推定される。また、液晶表示装置の表面に拡散素子を有している場合、斜
め方向の光漏れがさらに正面方向に配光されやすくなるため、正面方向のコントラストは
より低下する傾向がある。
【００２６】
　それに対して、バックライトから正面方向に出射されて、液晶層を透過する光ｒ１は、
カラー層とブラックマトリクス層との境界に到達することなく、そのままカラーフィルタ
ーのカラー層を透過する。また、図２（ａ）に示したように、液晶層によっては偏光状態
が変換されないため、偏光子２１によって吸収され、光漏れが生じない。また、カラーフ
ィルター基板等のヘイズの影響によって一部の光が偏光解消されて光漏れを生じ得るが、
前記した斜め方向の光と比して光路長が小さいため、偏光解消による光漏れの影響も小さ
い。
【００２７】
　本発明においては、輝度半値角が小さい集光バックライトを用いることで、液晶セル中
を斜め方向に伝播する光の量を小さくでき、それによって正面コントラストを向上し得る
という新たな知見に基づくものである。集光バックライトは、輝度半値角が３～３０°で
あることが好ましく、３～２０°であることがより好ましく、３～１５°であることがさ
らに好ましい。輝度半値角を小さくすることによって前述したような斜め方向の光に起因
するコントラストの低下を抑制することができる。また、輝度半値角を３°より小さくす
るためには、ルーバーやスリット等を用いて光を遮光する必要があるため、液晶表示装置
の輝度が小さくなる傾向がある。
【００２８】
　なお、バックライトの輝度半値角は、以下のように求めることができる。まず、バック
ライトの輝度の角度分布を測定する。そして、図４に示すように特定の方位角における極
角－輝度曲線における輝度の最大値ＩＢ０に対して輝度が半分のＩＢ０／２となる極角θ

Ｂ１、θＢ２を求め、その角度幅θＢをその方位角における半値幅とする。そして、全方
位角における輝度半値角を求め、その平均値がバックライトの輝度半値角とする。
【００２９】
　本発明に用いる集光バックライトは前述の如く、輝度半値角が小さいものであれば、そ
の構成は特に限定されず、複数の光源を液晶パネルの背面に並べて配置する直下型のもの
であってもよく、光源を液晶パネルの端面側に配置する、エッジライト型のものであって
もよい。代表的な集光バックライトの概略断面図を図５に示す。集光バックライト８０は
、例えば、光源８１と、光源８１の前面（液晶パネル側）に配置された拡散板８２と、該
拡散板の前面に配置された波型シート８４と、該光源の背面に配置された反射板８３とを
備える。
【００３０】
　上記波型シートとしては、例えば特開平４－６７０１６号公報に開示されているものな
どを用いることができる。波型シートの形状を調整することによって、バックライトの輝
度の半値角を調整することができる。また、全方位角における輝度半値角を小さくする観
点からは、複数の波型シートを、その集光方向が交差するように（例えば直交に）配置す
ることが好ましい。また、上記の波型シートに代えて、あるいは、上記の波型シートと共
に、他の集光素子を用いることもできる。このような集光素子としては、例えば特開２０
００－２７５４１１号公報に開示されているような、支持体上に透光性の球体を並べた集
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光板や、特開２００１－１８８２３０公報に開示されているようなマイクロレンズアレイ
を用いることができる。また、特開平５－３４１２７０に開示されているような、光源の
前面にスポット状のスリットを備える集光バックライトを用いることもできる。さらに、
これらに加えて、特開２００３－３１５５４６号公報に開示されているような、反射偏光
子と位相差板の組合せによる集光素子を採用することもできる。
【００３１】
［光学補償素子］
　光学補償素子３０は、液晶セル１０と第２の偏光子２２との間に配置される。前述の如
く、光学補償素子３０は、斜め方向の光に対して、偏光子の吸収軸のみかけ上のなす角が
ずれることや、液晶分子の複屈折に起因して偏光状態が変換されることに伴う光漏れを抑
制すること等を目的として設けられる。
【００３２】
　従来の液晶表示装置においては、光学補償素子を備えていても全ての方位に関してその
光漏れを完全に抑制することは困難であり、これがカラーフィルター等によって散乱され
るために第１の偏光子２１で完全に吸収されず、斜め方向のみならず、正面方向のコント
ラストも低下する一因となっていた。
【００３３】
　また、光学補償素子は一般に偏光子と液晶セルとの間に配置されるが、その配置方法と
しては、バックライト側の偏光子と液晶セルの間、若しくは視認側の偏光子と液晶セルの
間、又はこれらの両方に配置する方法が挙げられる。このうち、視認側の偏光子と液晶セ
ルの間に光学補償素子が配置される構成においては、図３（ｂ）に示すように、カラーフ
ィルター１４等の液晶セルを構成する部材による屈折、反射、回折、散乱等の影響を受け
た後の光が光学補償素子３０を透過することとなるため、適切な光学補償がなされず、結
果として、光学補償素子を有していても、光漏れ抑制の効果を十分に得難くなる傾向があ
った。
【００３４】
　それに対して、本発明は、液晶セル１０と第２の偏光子２２との間、すなわち、バック
ライト側の偏光子と液晶セルとの間に光学補償素子を配置することによって、液晶セルを
透過する前に光学補償を行い、光漏れを防止しようとするものである。本発明の液晶表示
装置においては、前述の如く集光バックライトを用いることによって、斜め方向の光量を
小さくしつつ、さらにバックライトから出射する斜め方向の光に対しては、液晶セルに入
射する前に光学補償を行うことによって、その光漏れが抑制される。このように、本発明
の液晶表示装置においては、黒表示時の斜め方向の光漏れが抑制されることによって斜め
方向のコントラストが向上し、これに伴って、正面方向に配光される光量も小さくなるた
め、正面方向のコントラストも向上することができる。
【００３５】
　なお、本発明の液晶表示装置においては、液晶セル１０と第２の偏光子２２との間に光
学補償素子３０を１枚有していればよく、また、２枚以上の光学補償素子を有していても
よい。光学補償素子を２枚以上有する場合は、液晶セル１０と第１の偏光子２１との間に
光学補償素子を有していてもよいが、前述の如く、適切な光学補償を行う観点からは、液
晶セル１０と第２の偏光子２２との間にのみ光学補償素子を有することが好ましい。
【００３６】
　光学補償素子は液晶セルの複屈折や斜め方向から見た場合の偏光子の吸収軸のみかけ上
のなす角がずれること等に起因する光漏れを複屈折によって補償するものであり、その光
学特性は液晶セルの駆動モード等に応じて適宜適切なものを用い得る。
【００３７】
　例えば、液晶セルがＶＡモードの液晶セルである場合、上記光学補償素子は、面内の遅
相軸方向の屈折率をｎｘ、進相軸方向の屈折率をｎｙ、厚み方向の屈折率をｎｚとした場
合、ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係を満足するものを用いることが好ましい。より具体的には、
光学補償素子の厚みをｄとした場合、Ｒｅ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄで表される面内レターデ
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ーションは、２０～２００ｎｍであることが好ましく、３０～１５０ｎｍであることがよ
り好ましく、４０～１００ｎｍであることがさらに好ましい。また、Ｒｔｈ＝（ｎｘ－ｎ
ｚ）×ｄで表される厚み方向レターデーションが、１００～８００ｎｍであることが好ま
しく、１００～５００ｎｍであることがより好ましく、１５０～３００ｎｍであることが
さらに好ましい。Ｎｚ＝（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）で表されるＮｚ係数は、２．０
～８．０であることが好ましく、２．５～７．０であることがより好ましく、４．０～６
．０であることがさらに好ましい。
【００３８】
　上記光学補償素子は、透明材料から形成されることが好ましい。このような材料は特に
限定されないが、例えば、ポリカーボネート、ポリアリレート、ポリスルホン、ポリエチ
レンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリエーテルスルホン、ポリフェニレ
ンスルファイド、ポリフェニレンオキサイド、ポリアリルスルホン、ポリアミド、ポリイ
ミド、ポリエーテルケトン、ポリアミドイミド、ポリエステルイミド、ポリオレフィン、
ポリ塩化ビニル、環状ポリオレフィン樹脂（ノルボルネン系樹脂）、セルロースエステル
、セルロースエーテル、またはこれらの二元系、三元系各種共重合体、グラフト共重合体
、ブレンド物などがあげられる。これらの材料は自己支持性を有するフィルムに成形、延
伸することによって複屈折を付与することや、特開２００５－３３１５９７号公報等に開
示されているように、コーティング層とした後に複屈折を付与する等の方法により光学補
償素子とすることができる。また、液晶性分子を、ホモジニアス配列やホメオトロピック
配列、ネマティックハイブリッド配列に配向させその配向を固定したものや、特開２００
３－２８７６２３号公報等に記載の紫外領域に選択反射波長帯域を有するコレステリック
配列の液晶層等も好適に用い得る。
【００３９】
［偏光子］
　偏光子とは、自然光や偏光から任意の偏光に変換し得るフィルムをいう。本発明の液晶
表示装置における、第１の偏光子２１、第２の偏光子２２としては、任意の適切な偏光子
が採用され得るが、自然光又は偏光を直線偏光に変換するものが好ましく用いられる。
【００４０】
　偏光子としては、例えば、ポリビニルアルコール系フィルム、部分ホルマール化ポリビ
ニルアルコール系フィルム、エチレン・酢酸ビニル共重合体系部分ケン化フィルム等の親
水性高分子フィルムに、ヨウ素や二色性染料等の二色性物質を吸着させて一軸延伸したも
の、ポリビニルアルコールの脱水処理物やポリ塩化ビニルの脱塩酸処理物等のポリエン系
配向フィルム等が挙げられる。また、米国特許５，５２３，８６３号等に開示されている
二色性物質と液晶性化合物とを含む液晶性組成物を一定方向に配向させたゲスト・ホスト
タイプのＯ型偏光子、米国特許６，０４９，４２８号等に開示されているリオトロピック
液晶を一定方向に配向させたＥ型偏光子等も用いることができる。このような偏光子の中
でも、高い偏光度を有するという観点から、ヨウ素を含有するポリビニルアルコール系フ
ィルムによる偏光子が好適に用いられる。
【００４１】
　偏光子の厚みとしては、任意の適切な厚みが採用され得る。偏光子の厚みは、代表的に
は１～５００μｍであり、好ましくは１０～２００μｍである。上記の範囲であれば、光
学特性や機械的強度に優れる。第１の偏光子２１と第２の偏光子２２は、同一のものを用
いてもよく、異なるものを用いてもよい。
【００４２】
（保護フィルム）
　上記偏光子はそのまま液晶表示装置に用いることもできるが、偏光子の傷付きや、ヨウ
素の昇華による劣化を防止したり、自己支持性を付与する観点から、図６（ａ）に示すよ
うに、偏光子の片面または両面に保護フィルムとしての透明フィルム４１～４４を積層し
て、偏光板５１、５２として液晶表示装置に用いることが好ましい。かかる透明フィルム
を構成する材料としては、例えば透明性、機械的強度、熱安定性、水分遮断性等に優れる
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ものが用いられる。具体例としては、トリアセチルセルロース等のセルロース系樹脂、ポ
リエステル系樹脂、ポリエーテルスルホン系樹脂、ポリスルホン系樹脂、ポリカーボネー
ト系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリイミド系樹脂、ポリオレフィン系樹脂、（メタ）アク
リル系樹脂、環状ポリオレフィン系樹脂（ノルボルネン系樹脂）、ポリアリレート系樹脂
、ポリスチレン系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂、及びこれらの混合物等が挙げられ
る。
【００４３】
　透明フィルムの厚さは、適宜に決定しうるが、一般には強度や取扱性等の作業性、薄層
性等の点より１～５００μｍ程度である。中でも２～３００μｍが好ましく、５～２００
μｍがより好ましく、５～１５０μｍがさらに好ましく、１０～１００μｍが特に好まし
い。
【００４４】
　なお、偏光子の保護フィルムとしての透明フィルムとして、図６（ｂ）に示すように、
光学補償素子３０を用いることもできる。第２の偏光子２２の液晶セル側の主面の保護フ
ィルムとして光学補償素子を用いることによって、保護フィルムの機能と光学補償素子の
機能を１枚のフィルムで兼ね備えることができるため、２枚のフィルムを別体のものとし
て設ける場合に比して、薄型化や低コスト化の点で有利である。
【００４５】
　一方、本発明の液晶表示装置においては、前述の如く、適切な光学補償を行う観点から
、液晶セル１０と第２の偏光子２２との間にのみ光学補償素子を有することが好ましい、
すなわち、液晶セル１０と第１の偏光子２１との間には光学補償素子を有さないことが好
ましい。かかる観点から、液晶セル１０と第１の偏光子２１との間に偏光子保護フィルム
としての透明フィルム４２を有する場合、かかる透明フィルム４２は、光学等方性フィル
ムであることが好ましい。光学等方性フィルムとしては、面内レターデーションが２０ｎ
ｍ以下であり、かつ、厚み方向レターデーションが５０ｎｍ以下のものが好適に用いられ
る。光学等方性フィルムの面内レターデーションは１０ｎｍ以下であることがより好まし
く、５ｎｍ以下であることがさらに好ましく、３ｎｍ以下であることが特に好ましい。ま
た光学等方性フィルムの厚み方向レターデーションは３０ｎｍ以下であることがより好ま
しく、２０ｎｍ以下であることがさらに好ましく、１０ｎｍ以下であることが特に好まし
く、５ｎｍ以下であることが最も好ましい。
【００４６】
（偏光子と透明フィルムの積層）
　偏光子と保護フィルムとしての透明フィルムを積層して偏光板を形成する場合、その積
層方法は特に限定されないが、作業性や、光の利用効率の観点からは、接着剤層や粘着剤
層を介して空気間隙なく積層することが望ましい。接着剤層や粘着剤層を用いる場合、そ
の種類は特に制限されず、種々のものを用い得るが、偏光子と透明フィルムの密着性を高
める観点からは、両者の積層には接着剤層が好適に用いられる。接着剤層を形成する接着
剤としては、例えば、アクリル系重合体、シリコーン系ポリマー、ポリエステル、ポリウ
レタン、ポリアミド、ポリビニルエーテル、酢酸ビニル／塩化ビニルコポリマー、変性ポ
リオレフィン、エポキシ系、フッ素系、天然ゴム系、合成ゴム等のゴム系等のポリマーを
ベースポリマーとするものを適宜に選択して用いることができる。特に、偏光子と光学等
方性フィルムはとの積層には水性接着剤が好ましく用いられ、中でも、ポリビニルアルコ
ール系樹脂を主成分とするものが好適に用いられる。
【００４７】
［拡散素子］
　本発明の液晶表示装置は、図１に示すように第１の偏光子の視認側に、拡散素子７０を
備えることが好ましい。本発明の液晶表示装置は集光バックライトを採用しているために
、斜め方向の輝度が小さくなる傾向があるが、拡散素子７０を備えることで、正面方向の
光を斜め方向に配光して、視野角を拡げることができる。拡散素子７０の拡散半値角は、
液晶表示装置の用途等に応じて適宜決定することができる。例えば、携帯電話や携帯情報



(10) JP 2010-15038 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

端末（ＰＤＡ）等のパーソナル機器用途においては、拡散半値角は１５～５０°程度であ
ることが好ましく、モニターやテレビ等、広い視野角が要求される用途においては、拡散
半値角は５０～１００°程度であることが好ましい。
【００４８】
　なお、拡散素子の拡散半値角は、以下のように求めることができる。まず、拡散素子の
法線方向と平行な光を拡散素子に入射させ、その出射光の輝度の角度分布を測定する（拡
散素子の法線方向を極角０°とする）。得られた輝度分布に基づいて、図７に示すように
特定の方位角における極角－輝度曲線の正面方向（極角０°方向）の輝度ＩＤ０に対して
輝度が半分のＩＤ０／２となる極角θＤ１、θＤ２を求め、その角度幅θＤをその方位角
における半値幅とする。そして、全方位角における半値角を求め、その平均値を拡散半値
角とする。
【００４９】
　拡散素子は、上記の拡散特性を有していればその構成は特に限定されないが、就中、後
方散乱が少ないものを好適に用い得る。このような拡散素子としては、例えば、特開平８
－１６０２０３号公報等に記載されているような、表面に凹凸形状を有する光拡散シート
や、特開２００５－５０６５４号公報等に記載されているような、粘着剤層に微粒子を混
合した拡散粘着剤層が挙げられる。また、特定の方向における視認性を高める観点におい
て、特開２０００－１７１６９号公報等に開示されているような、異方性光散乱フィルム
を用いることもできる。
【００５０】
　上記拡散素子の厚みは特に限定されないが、好ましくは５～３００μｍであることが好
ましく、１０～２００μｍであることが好ましい。
【００５１】
［液晶表示装置の形成］
　これまで述べたように、本発明の液晶表示装置は、集光バックライト８０と液晶パネル
１００を有する。液晶パネル１００は、第１の偏光子２１、第１の基板１１と第２の基板
１２との間に液晶層１３を有する液晶セル１０、光学補償素子３０、第２の偏光子２１を
この順に備えていれば、その製造方法は特に限定されず、上記の各構成要素を順次別個に
積層する方式にても形成することができるし、予めいくつかの部材を積層したものを用い
ることもできる。また、その積層順序も特に制限されない。
【００５２】
　中でも、生産性や作業性の観点からは、偏光子と偏光子保護フィルムとしての透明フィ
ルムとを積層した偏光板を形成しておき、さらに、粘着剤等を用いて光学補償素子を積層
したものを、粘着剤層等を介して液晶セルに貼着することが好ましい。かかる粘着剤層を
形成する粘着剤は特に制限されず、例えばアクリル系重合体、シリコーン系ポリマー、ポ
リエステル、ポリウレタン、ポリアミド、ポリエーテル、フッ素系やゴム系などのポリマ
ーをベースポリマーとするものを適宜に選択して用いることができる。また、粘着層等の
露出面に対しては、実用に供するまでの間、その汚染防止等を目的にセパレータが仮着さ
れてカバーされることが好ましい。
【００５３】
　各構成要素の配置角度は特に限定されず、従来公知の液晶パネルと同様の構成を採用す
ることができる。液晶セルがＶＡモードの液晶セルである場合には、第１の偏光子と第２
の偏光子の吸収軸が直交するように配置されるのが一般的である。また、光学補償素子３
０は、その遅相軸方向が第２の偏光子の吸収軸方向と平行または直交となるように配置す
ることが好ましい。なお、「平行」、及びなお、「直交」とは、厳密に角度が９０°であ
る場合のみならず、実質的に直交する場合も包含する。具体的には、９０±２°の範囲で
あり、好ましくは９０±１°、より好ましくは９０±０．５°の範囲である。また、平行
も、厳密に平行である場合のみならず、実質的に平行である場合も包含する。具体的には
、０±２°の範囲であり、好ましくは０±１°、より好ましくは０±０．５°の範囲であ
る。
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【００５４】
　液晶表示装置は、前記した以外の任意の部材を備えていてもよい、かかる部材として、
例えば、バックライトの輝度を向上させる輝度向上フィルム等が挙げられる。
【００５５】
　本発明の液晶表示装置の用途は特に限定されず、例えば、パソコンモニター、ノートパ
ソコン、コピー機等のＯＡ機器、携帯電話、時計、デジタルカメラ、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、携帯ゲーム機等の携帯機器、ビデオカメラ、テレビ、電子レンジ等の家庭用電気機
器、バックモニター、カーナビゲーションシステム用モニター、カーオーディオ等の車載
用機器、商業店舗用インフォメーション用モニター等の展示機器、監視用モニター等の警
備機器、介護用モニター、医療用モニター等の介護・医療機器等に用いられる。
【実施例】
【００５６】
　本発明を実施例に基づいて説明するが、本発明は下記の実施例に限定されるものではな
い。なお、実施例の各測定値は、下記の方法により測定したものである。
【００５７】
［測定方法］
（光学補償素子のレターデーション）
　平行ニコル回転法を原理とする位相差計［王子計測機器製　製品名「ＫＯＢＲＡ－ＷＰ
Ｒ」］を用いて、２３℃における波長５９０ｎｍの光で測定した。正面（法線）方向及び
フィルムを遅相軸方向を回転軸として４０°傾けた際のレターデーションを測定し、これ
らの値から、面内屈折率が最大となる方向、それと直交する方向、フィルムの厚み方向そ
れぞれの屈折率ｎｘ、ｎｙ、ｎｚを装置付属のプログラムにより算出した。これらの値、
及びダイアルゲージを用いて測定したフィルムの厚みから、面内レターデーション：Ｒｅ
＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄ、及び、厚み方向レターデーション：Ｒｔｈ＝（ｎｘ－ｎｚ）×ｄ
を求めた。
【００５８】
（拡散半値角）
　光源（中央精機製　コリメート光源）を用いて、拡散素子の法線方向に、平行光を入射
させ、角度－輝度測定装置（Ｇｍｂｈ製　商品名「コノスコープ　ａｕｔｒｏｎｉｃ－Ｍ
ＥＬＣＨＥＲＳ」）を用いて、拡散素子からの出射光の輝度の角度分布を測定した。得ら
れた輝度分布の方位角０°－１８０°方向の極角－輝度曲線において、輝度が正面方向（
極角０°）の輝度の半分となる極角を、方位角０°方向と方位角１８０°方向でそれぞれ
求め、その和を方位角０－１８０°方向の拡散輝度半値角とした。同様にして、方位角を
１°ずつ変更し、１７９－３５９°までの各方位における拡散半値角を求め、この平均値
を拡散素子の輝度半値角とした。
【００５９】
（輝度半値角）
　角度－輝度測定装置（Ｇｍｂｈ製　商品名「コノスコープ　ａｕｔｒｏｎｉｃ－ＭＥＬ
ＣＨＥＲＳ」）を用いて、バックライトの輝度の角度分布を測定した後に、方位角０°－
１８０°方向の極角－輝度曲線において、輝度が最大値の半分となる極角を方位角０°方
向と方位角１８０°方向でそれぞれ求め、その和を方位角０－１８０°方向のバックライ
ト輝度半値角とした。同様にして、方位角を１°ずつ変更し、１７９－３５９°までの各
方位における輝度半値角を求め、この平均値をバックライトの輝度半値角とした。
【００６０】
（コントラスト）
　液晶表示装置を黒表示、白表示とした場合の輝度を、角度－輝度測定装置（Ｇｍｂｈ製
　商品名「コノスコープ　ａｕｔｒｏｎｉｃ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ」）を用いて測定した。
極角０°方向の白輝度／黒輝度の比を正面コントラストとした。また、極角６０°におけ
る方位角０～３５９°に１°ごとに求め他の白輝度／黒輝度の比の平均を斜め方向のコン
トラストとした。
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【００６１】
［製造例１］
（バックライトＡの作製）
　図８に模式的に示すように、１００Ｗのメタルハライドランプ光源１の前面にプロジェ
クションレンズ２、スポット状スリット３（１０ｍｍφ）を設け、そこから投影される光
が反射する位置にアルミ鏡面反射板３を設け、その反射光が透過する位置にアクリル製の
フレネルレンズ５（対角２０インチ、焦点距離４０ｃｍ）を配置した。さらに、上記フレ
ネルレンズのエッジパターンの遮蔽と面内の輝度ムラ解消するために、フレネルレンズ５
の前面に拡散シート６（ヘイズ２０％、拡散半値角５°）を積層した。このようにして得
られたバックライトを「バックライトＡ」とする。このバックライトＡの輝度半値角は５
°であった。
【００６２】
［製造例２］
（バックライトＢの作製）
　上記製造例１において、拡散シート６として、ヘイズ４０％、拡散半値角１０°のもの
を用いた以外は製造例１と同様にして、集光バックライトを作製した。このバックライト
を「バックライトＢ」とする。このバックライトＢの輝度半値角は９°であった。
【００６３】
［製造例３］
（バックライトＣの作製）
　上記製造例１において、拡散シート６として、ヘイズ４０％、拡散半値角１０°のもの
を用い、スポット状スリット３として５ｍｍφのものを用いた以外は製造例１と同様にし
て、集光バックライトを作製した。このバックライトを「バックライトＣ」とする。この
バックライトＣの輝度半値角は１３°であった。
【００６４】
［製造例４］
（バックライトＤの作製）
　ＶＡモード液晶パネルを備える市販の液晶テレビ（ソニー製　商品名「ＢＲＡＶＩＡ　
ＫＤＬ－２０Ｊ３０００」）を分解して、バックライトを取り出した。このバックライト
を、「バックライトＤ」としてそのまま用いた。このバックライトＤは拡散バックライト
であり、その輝度半値角は８０°であった。
【００６５】
［製造例５］
　固形分濃度１１重量％のアクリル系粘着剤溶液１００重量部に、シリコーン粒子（日硝
産業製　商品名「トスパール１４０」）を３．８重量部添加し、この混合溶液を１時間攪
拌した。その後、該混合溶液を脱泡し、表面がシリコーンにより離型処理されたポリエチ
レンテレフタレートフィルム上に塗布し、１２０°のオーブン中で２分間乾燥させて、ポ
リエチレンテレフタレートフィルム上に厚さ３０μｍの拡散粘着剤層を作製した。この拡
散粘着剤層を５層積層し、さらにその表面に厚み８０μｍのセルロース系樹脂フィルム（
富士フィルム製　商品名「フジタック　ＴＤ８０ＵＬ」を積層し、厚み２３０μｍの拡散
素子とした。この拡散素子のヘイズは９９％であり、拡散半値角は７０°であった。
【００６６】
［製造例６］
　ノルボルネン系樹脂を主成分とする透明フィルム（日本ゼオン製　商品名「ゼオノアフ
ィルム」を、二軸延伸機により、温度１４０℃、縦方向延伸倍率１．５倍、横方向延伸倍
率２．１倍で延伸を行い、波長５９０ｎｍにおける面内レターデーションが５５ｎｍ、厚
み方向レターデーションが２４０ｎｍ、厚み３８μｍの光学補償素子を作製した。
【００６７】
［製造例７］
　ヨウ素染色され一軸延伸されたポリビニルアルコール系フィルムからなる偏光子の両面
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に、実質的に光学等方性（正面位相差が０．５ｎｍ以下、厚み方向位相差が１．０ｎｍ以
下）のセルロース系樹脂フィルムが積層された市販の偏光板（日東電工製　商品名「ＮＰ
Ｆ　ＳＩＧ１４２３ＤＵ」）をそのまま用いた。
【００６８】
［実施例１］
（液晶パネルの作製）
　ＶＡモード液晶パネルを備える市販の液晶テレビ（ソニー製　商品名「ＢＲＡＶＩＡ　
ＫＤＬ－２０Ｊ３０００」）を分解して、液晶パネルを取り出し、液晶セルの上下に配置
されていた光学フィルムを全て取り除いて、上記液晶セルのガラス面（表裏）を洗浄した
。この液晶セルの視認側表面に、製造例７の偏光板をアクリル系の粘着剤（厚み２０μｍ
）を介して積層した。さらに、この偏光板の視認側表面に、製造例５の拡散素子を、拡散
粘着剤層が偏光板側、セルロース系樹脂フィルムが視認側となるように積層した。
　上記液晶セルのバックライト側の表面には、製造例６で作製した光学補償素子をアクリ
ル系の粘着剤（厚み２０μｍ）を介して積層し、さらに、光学補償素子のバックライト側
表面に製造例７の偏光板をアクリル系の粘着剤（厚み２０μｍ）を介して積層した。
　偏光板の貼り合せに際しては、元の液晶パネルにおいて配置されていた視認側偏光板、
光源側偏光板と吸収軸方向が同一となるようにクロスニコルに配置した。また、光学補償
素子は、その遅相軸が隣接する偏光板（バックライト側偏光板）の吸収軸方向と直交する
ように配置した。
（液晶表示装置の作製）
　このように作製した液晶パネルを、製造例１のバックライトＡと結合して、液晶表示装
置を作製した。
【００６９】
［実施例２］
　上記実施例１において、バックライトＡに代えてバックライトＢを用いた以外は、実施
例１と同様にして、液晶表示装置を作製した。
【００７０】
［実施例３］
　上記実施例１において、バックライトＡに代えてバックライトＣを用いた以外は、実施
例１と同様にして、液晶表示装置を作製した。
【００７１】
［比較例１］
（液晶パネルの作製）
　実施例１と同様の液晶セルを用い、液晶セルの視認側表面に、製造例６で作製した光学
補償素子をアクリル系の粘着剤（厚み２０μｍ）を介して積層し、この光学補償素子の視
認側表面に製造例７の偏光板をアクリル系の粘着剤（厚み２０μｍ）を介して積層した。
さらに、この偏光板の視認側表面に、製造例５の拡散素子を積層した。上記液晶セルのバ
ックライト側の表面には、製造例７の偏光板をアクリル系の粘着剤（厚み２０μｍ）を介
して積層した。
　偏光板の貼り合せに際しては、元の液晶パネルにおいて配置されていた視認側偏光板、
光源側偏光板と吸収軸方向が同一となるようにクロスニコルに配置した。また、光学補償
素子は、その遅相軸が隣接する偏光板（視認側偏光板）の吸収軸方向と直交するように配
置した。
（液晶表示装置の作製）
　このように作製した液晶パネルを、製造例１のバックライトＡと結合して、液晶表示装
置を作製した。
【００７２】
［比較例２］
　上記実施例１において、バックライトＡに代えてバックライトＤを用いた以外は、実施
例１と同様にして、液晶表示装置を作製した。
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【００７３】
［比較例３］
　上記比較例１において、バックライトＡに代えてバックライトＤを用いた以外は、比較
例１と同様にして、液晶表示装置を作製した。
【００７４】
　上記実施例および比較例の液晶表示装置の構成、及び正面コントラスト、斜めコントラ
ストの測定結果を表１に示す。
【００７５】
【表１】

【００７６】
　輝度半値角が大きい拡散バックライトを用いた比較例２では、正面コントラストは比較
的高いものの、斜め方向のコントラストが低下する傾向がみられた。また、集光バックラ
イトを用いた場合でも、バックライト側に光学補償素子を有していない比較例１において
は、正面コントラスト、斜め方向コントラストの両者が低下する傾向がみられた。それに
対して、集光バックライトを用い、かつ、バックライト側に光学補償素子を有する実施例
の液晶表示装置においては、正面コントラスト、斜めコントラストの両方が良好であるこ
とがわかる。このように、本発明の構成によれば、斜め方向のみならず、正面方向のコン
トラストも向上することが可能であることがわかる。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の好ましい実施形態による液晶表示装置の概略断面図である。
【図２】ＶＡモードの液晶セルにおける液晶分子の配向状態を説明する概略断面図である
。（ａ）は電圧無印加時、（ｂ）は電圧印加時を模式的に表している。
【図３】液晶表示装置において、斜め方向の光が、正面方向に配光される様子を模式的に
表す概念図である。
【図４】輝度半値角の測定方法を説明するための図である。
【図５】集光バックライトの一形態を表す概略断面図である。
【図６】本発明の好ましい実施形態による液晶表示装置の概略断面図である。（ａ）は偏
光子保護フィルムと光学補償素子が別体として設けられた実施形態、（ｂ）は光学補償素
子が偏光子保護フィルムを兼ね備える実施形態を表す。
【図７】拡散半値角の測定方法を説明するための図である。
【図８】製造例で作製したバックライトＡの構成を模式的に表す概略断面図である。
【符号の説明】
【００７８】
　　　１０　　　　　液晶セル
　　　１１、１２　　基板
　　　１３　　　　　液晶層
　　　１４　　　　　カラーフィルター
　　　１５　　　　　ブラックマトリクス層
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　　　２１、２２　　偏光子
　　　３０　　　　　光学補償素子
　　　４１～４４　　透明フィルム
　　　５１、５２　　偏光板
　　　７０　　　　　拡散素子
　　　８０　　　　　バックライト
　　　８１　　　　　光源
　　　８２　　　　　拡散板
　　　８３　　　　　反射板
　　　８４　　　　　波型シート
　　１００　　　　　液晶パネル
　　２００　　　　　液晶表示装置
　　　　１　　　　　光源
　　　　２　　　　　プロジェクションレンズ
　　　　３　　　　　スリット
　　　　４　　　　　反射板
　　　　５　　　　　フレネルレンズ
　　　　６　　　　　拡散シート
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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